ここでは、本装置を管理する人(アドミニストレータ）に知っておいていただきたい本装置の運用 • 管理に 
関する説明をします。 

この章の説明をよく読んで本装置の詳細なセツトアップと管理をしてください。 


関連情報 (—46 ページ） . 

ネットワークの設定 (—48 ページ） . 

ディスク構成 (—50 ページ） . 

ユーザー管理 (—51 ページ） . 

共有 (—54 ページ） . 

クライアントからのファイルアクセス （—57 ページ) 


本章以外で説明され ている 内容に ついて 参照す 
べき章と概略を説明します。 

LAN の設定やドメインへの参加手順を説明しま 
す。 

本装置のハードディスク内の構成と管理につい 
て説明します。 

本装置を利用できるユーザーの設定や管理につ 
いて説明します。 

データの共有方法について説明します。 

本装置は Windows ユーザーと UNIX ユーザーの 
両方からのファイルアクセスができます。それ 
ぞれのアクセスについて説明します。 


アクセス制御 (—59 ページ） . ユーザーやグループ単位でのアクセス制限のし 

かたについて説明します。 

クォータの利用 (—65 ページ） . ユーザーが使用できるディスク容量の制限を設 

定する「クォータ」について説明します。 

バックアップについて （—67 ページ） . 本装置に保存されているデータのバックアップ 

について説明します。 


本装置の管理 (—73 ページ) 


全般的な本装置の管理方法について説明しま 
す0 















関連廣報 

この章では、アドミニストレータが行ラ専用のセットアップや運用 • 管理の手順や項目について説明しま 
す。本装置の導入やハードウェアの情報、その他バンドルソフトウェアについては、以下に示す各章を参 
照してください。 

• 本装置の概略 

1章をご覧ください。1章では、本装置が持つ機能や特長、およびバンドルされているソ 
フトウェアの概略説明やハードウェアの各部の名称などが記載されています。 

• 本装置の導入 

2章をご覧ください。ハードウェアのセットアップから、初期設定ツールを使った「設定 
ディスク」の作成、本装置のセットアップまで、本装置をお使いになれるまでの手順が記 
載されています。 

M-O 初期設定ツールで入力したパスワードは、フロッピーディスクにプレーンテキストで保 
存されるため、本装置の運用開始後すぐに管理者用パスワードを変更することをお勧め 
します。管理者用パスワードの変更は次のとおりです。 

1. クライアントマシン上でインターネットエクスプローラを起動する（注1参照）。 

2. アドレス ( http :// く NAS _ NAME >:8099/) を指定する（注2参照)。 

3. ユーザー名 「 Administrator 」 と設定ディスクで指定したパスワードで□グインす 
る。 

4. [ホーム]ページで r ネットワークの設定」を選択する。 

5. [ネットワークの設定]ページで[管理者パスワードの変更]を選択する。 

6. 現在のパスワード、新規パスワード、新規パスワードの確認の項目を入力して [0 K ] 
ポタンをクリックする。 

注1ご使用になれる Web ブラウザはインターネットエクスプローラです。本装置 
の管理用にはインターネットエクスプローラを使用してください。 

注2ここで示す「く NAS _ NAME >」 は本装置に付けたコンピュータ名または IP アド 
レス ( xxx . yyy . zzz . www の形式)です。 

• 本装置の起動と□グイン、シャットダウン 

1章をご覧ください。起動は本体前面にある POWER スイッチを押します。□グオンや 
シャツトタ'ウンはクライアントマシンからインターネットエクスプローラを使って行い 


ます。 

^ シャットダウンをする際は、本装置上のファイルにアクセスしていないことを確認して 
ください。確認は、管理ツールの[メンテナンス]—[ターミナルサービス Advanced 
Client] を選択して管理者で□グインし、[スタート]—[プログラム]— [Administrative 
Tools] —[Computer Management] などで行えます。[共有フォルダ]の[開いている 
ファイル]で開いているファイルがわかります。また、[サービスとアプリケーション] 
—[インターネットインフォメーションサービス]- [Default FTP Site] を右クリックし 
てプロパティを選ぶと、 FTP の現在のセッションを表示するボタンがあります。また、 
本装置の管理ツールの[サービス]から [NFS サービス]の[プ□パティ]-[ロック]により 
NFS 上でロックされているファイルがあるかがわかります。 
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• バンドルソフトウェアの種類と利用 

4章をご覧ください。本装置のセットアップの際に自動的に本装置にインストールされる 
ものや添付の「保守 • 管理ツール CD - ROM 」 に収められたソフトウェアの利用方法やイン 
ス I '''ール方法が説明されています。 

• 本装置の再インストール 

6章をご覧ください。ハードディスクの初期化から本装置を元どおりの状態に戻すまでの 
手順が記載されています。 

• トラブルの解決手段 

6章をご覧ください。 Q & A 方式でさまざまなトラブル事例とその対処方法が記載されて 
います。 

• 本装置に関する最新情報 

本装置に関する最新の情報は次のホームページからダウンロードすることができます。 

http://www.express.nec.co.jp/ 

「58番街上製品情報や Q & A など最新の Exress 5800シリーズ情報満載！ 


管理者ガイド 
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ネットワークの設定 

Network Attached Storage (NAS) サーバとして必要不可欠な設定項目です。ここでの説明を参照して正 
しくセットアップしてください。 


LAN インタフエースの設定 


導入時に設定ディスクから設定される IP アドレスは、 LAN ポート1に対してのみのため、複 
数の LAN ポートを実装している本装置をご使用の場合、起動後に各 LAN ポートに IP アドレス 
を割り当てる必要が有ります。 IP アドレスの設定は以下の手順で行います。 

1. [ホー厶]ページから、[ネットワークの設定]を選択する。 

2 . [ネットワークの設定]ページで[インターフェース]を選択する。 

3. 未設定の LAN ポートを選択し、[タスク]の欄にある IP を選択する。 

4. IP アドレス、ゲートウェイアドレスを入力するが、 DHCP サーバを使用するがを指定して[〇 K] ボ 
タンをクリックする。 
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ドメインへの参加 


新たにドメインに参加する場合、または参力□するドメインを変更する場合、以下の手順でド 
メイン名、 ユーザー 名、パスワードを指定します。 

1. [ホーム]ページから、[ネットワークの設定]を選択する。 

2. [識別]を選択する。 

3. [ドメイン]を選択し、ドメインコントローラに登録されている[ドメイン名]、[ユーザ名]および 
[パスワード]を設定し、[〇 K ] ボタンをクリックする。 

入力されたドメイン名、ユーザー名が確認されると再起動の画面が表示されます。 

4. [〇 K ] ボタンをクリックして再起動する。 

再起動が完了すると、ドメインへの参加が完了します。 



• ドメインコント□ーラが Windows NT 4.0 の場合、「ユーザー名」には必ず「ドメイン名 J 
を先頭につけて r ドメイン名_ユーザー名」と入力してください。 

• DHCP サーバが無いネットワーク環境においてドメインに参加する場合、初期設定情報で 
はワークグループに接続する設定を行い、本装置を起動後に管理ツールを使用して上記手順 
に従い該当するドメインに参加してください。初期設定情報の設定に関しては2章を参照し 
てください。 


管理者ガイド 
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ディスク構成 

本装置は工場出荷時には、以下のボリューム構成になっています。 


エントリタイプ 

ディスク〇： 

5 G 巳のシステム領域と 69 GB のユーザ領域から構成されています。 

システム領域はユーザ領域としては使用しないでください。 


ディスク1: 

ディスク0のミラー用として使用しています。 

ユーザ領域としては使用しないでください。 


以上のボリュームのラち、ユーザ領域のみ構成の変更が可能です。システム領域は変更しな 
いようご注意ください。既存のパーティション構成を変更する場合は、以下の手順で行いま 
す。本装置は内部で NTFS ファイルシステムを使用して、□一カルなファイルアクセスを 
行っています。そのため、新たにご使用になるディスク/ボリュームは、必ず NTFS での 
フォーマットを行う必要があります0 

1. [ホーム]ページから[ディスクとボリューム]を選択する。 

2. [ディスクとボリューム]を選択する。 

3. ユーザー名 「Administrator」 とそのパ スワードを入力す る。 

「Disk Management」 ツールが起動します0 

4. 未割り当ての領域にパーティションの作成と NTFS でのフォーマットを行う。 

• [DISK Management ] ツールを終了するには、右上の[ X ]をクリックしてください 0 

• フォーマットを行うと、ディスクに保存されていたデータはすべて消去されます。フォー 
マツトする際には十分ご注意願います。 
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ユーザー管理 

本装置をネットワークに接続する形態には2種類の形態があります。形態はワークグループとして接続す 
るか、既存のドメインに参加するかのいずれかを選択できます。ワークグループとして接続する場合は本 
装置内にユーザー/グループの登録を行い、登録されたユーザー/グループでアクセス権の管理を行いま 
す。既存のドメインに参加する場合は、ドメインユーザーによりアクセス権の管理を行いますので、新た 
にユーザー登録を行う必要はありません。ただし、すでにネットワーク上で他のドメインコントローラに 
よりドメインの管理を行っている必要があります。 


—クグループでのユーザー管理 


本装置をワークグループで利用する場合には、本装置にユーザー登録を行います。クライア 
ントからのアクセスはこのユーザー名とパスワードにより認証されます。ユーザー登録の方 
法は以下のとおりです。 

1. [ホーム]ページから、[ユーザとグループ]を選択する。 

2. [ユーザ]を選択する。 

3. [新規作成]を選択し、必要な情報を入力して[〇 K ] ボタンをクリックする。 

iwO^m 

|パスワードは必ず設定してください。 



管理者ガイド 
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登録した 1 人以上のユーザーをグループとしてまとめることもできます。グループにまとめ 
ることでグループに対するアクセス権を与えることができ、アクセス権の管理を容易にする 
ことができます。グループの作成方法は以下のとおりです。 

1. [ホーム]ページから、[ユーザとグループ]を選択する。 

2. [ク'ループ]を選択する。 

3. [新規作成]を選択し、必要な情報を入力する。 

4. [メンバ]タブをクリックし、そのグループに参加させたいユーザーを選んで「追加」する。 

また、メンバの中から除外したいユーザーを選択して「削除」をすることもできます（ただし、デ 
フォルトで設定されていたグループのメンバは削除しないでください）。 

5. グループのメンバが決まったら、[〇 K ] ボタンをクリックする。 


ドメインでのユーザー管理 


本装置をドメインに参加させ、ドメインユーザーに対してアクセス権の管理を行う場合、本 
装置へのユーザー登録は不要です。ただし、すでにネットワーク上で他のドメインコント 
ローラによりドメインの管理を行っている必要があります。 


UNIX 環境の ユーザー/ グループのマツビング 


本装置は、ファイルサービスのプロトコルとして NFS プロトコルもサポートしています。 
NFS は UNIX クライアントからのファイルアクセスを行うためのプロトコルです。 NFS によ 
り、 UNIX クライアントからも本装置上のファイルを利用可能になります。ただし、 
Windows 環境におけるユーザーの管理と UNIX 環境における管理とでは若干の違いがありま 
す。そのため、本装置を UNIX 環境から NFS プロトコルでファイルアクセスする場合 、 UNIX 
環境のユーザーと本装置が扱うユーザーとの マッ ビングを行う必要があります 。マッ ビング 
を行うことで本装置は正しいアクセス権を管理することができます。 

ユーザー/グループのマッピングは、マップする情報のソースの違いと、マッピング手順の 
違いにより、以下のよラな方法があります。 

• UNIX 環境 ユーザーの 情報の ソース 

一 NIS サーバの 使用 

既存の UNIX 環境において NIS サーバを使ってユーザー管理を行っている場合は、こ 
ちらを使用します。 


パ スワードフアイル (/ etc / passwd ) とグループフアイル （/ etc / group ) 
NIS サーバを使用していない場合はこちらを使用します。 
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• マッピング方法 

ーシンプルマップ 

UNIX 環境と Windows 環境で同一のユーザー名/グループ名を持つユーザー/グループ 
を暗黙的にマッピングします。同一の名前を持たない場合はマッピングされません。 

一明示的なマップ 

UNIX 環境のユーザー/グループと Windows 環境のユーザー/グループとを画面上で手 
動でマッピングします。 

ユーザーマッビングは以下の手順で行います。 

1. [ホーム]ページから、[サービス]を選択する。 

2. [NFS サービス]を選択し、[プロパティ]をクリックする。 

3. [ユーザとグループのマッピング]をクリックする。 

4. NIS サーバあるいはファイルの所在を指定して[シンプルマップ]タブをクリックする。 

明示的なマップを行う場合もまずはシンプルマップの指定を行います。 

5. [シンプルマップを有効にする]にチェックを付ける。 

6. 明示的なマップを行うのであれば、[明示的なユーザのマップ]または[明示的なグループのマッ 
プ]タブを選択する。 

7. Windows、UNIX のユーザー、グループのリストを表示させ、マップするユーザーとグループの 
組を選択して[追加]ボタンをクリックする。 

8. すべてのマッピングを行ったら[〇 K] ボタンをクリックする。 



管理者ガイド 
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共有 

本装置からクライアントへ公開する「共有」を設定します。クライアントがアクセスするための共有名と、 
その共有を本装置内のどのフォルダに作成するかを指定します。本装置内に新たにフォルダを作成するに 
は、以下の手順で行います。 

1. [ホーム]ページがら、[フォルダと共有]を選択する。 

2. [フォルダ]を選択する。 

3. 新規にフォルダを作成したいボリュームを選んで[開く]ボタンをクリックする。 

4. 新規にフォルダを作成したい場所までフォルダを[開く]ボタンをクリックする。 

5. 作成場所で[新規作成]ボタンをクリックする。 



また、共有を作成するには、以下の手順で行います。 

1. [ホーム]ページから、[フォルダと共有]を選択する。 

2. [共有]を選択する。 

3. [新規作成]を選択する。 

4. [全般]タブで「共有名」、「共有パス」、プロトコル (CIFS/NFS/FTP/HTTP) などを指定する。 

5. 選択したプロトコルのタブをクリックし、それぞれのプロトコル固有の設定を行った後、[〇 K] ボ 
タンをクリックする。 
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CIFS による共有 


Windows クライアントに対して公開する共有の設定を行います。設定画面では、 
• 共有に一度にアクセスできるユーザー数の制限の指定 
• この共有を使用する際のアクセス権 

を指定します。アクセス権に関しては59ページの項を参照してください。 

I «-〇 共有の作成後は、作成した共有に対するアクセス権も必ず設定してください。 


NFS による共有 


UNIX クライアントに対して公開する共有の設定を行います。 CIFS による共有と比べ 、 NFS 
による共有は注意すべきことがいくつかあります。まず注意すべき事柄の一つに、ファイル 
のロックがあります。 CIFS でのアクセスはロックを保持しますが、 NFS の定義ではロックは 
必須ではありません。つまり、ファイルにロックをかけずに処理を行うアプリケーションも 
あれば、ロックがかかっているかをチェックせずにファイルの処理を行うアプリケーション 
もあります。これらの処理をどうするかはアプリケーション、そのファイルを利用するプロ 
グラムの処理によるので、 Windows 環境と同時に使用する際には注意が必要です。 
Windows 環境で使用するファイルを同時に NFS で共有し、上記のよラなアクセスを行ラと 
ファイルを破壊する可能性がありますので、そのよラな使い方はできません。 

さらに、 Windows 環境と UNIX 環境での文字コードの違いも運用に影響を与えるおそれがあ 
ります。本装置上に CIFS 経由で日本語のファイル名でファイルを作成した場合、 UNIX 環境 
から NFS 経由でこのファイルが存在するディレクトリを 「Is - al 」 コマンド等で参照すると、 
日本語のファイル名が正しく表示されないなどの問題が起こるおそれがあります。これは、 
UNIX 環境で多く使われている EUC という文字コードと本装置が標準で使用している文字 
コード体系が異なるためです。そのため日本語のファイル名を、 EUC を使用した UNIX 環境 
で利用する場合は、共有の NFS プ□パティを設定する際に「共有は EUC - JP エンコードを使 
用」の項目にチェックしてください。 

また、ファイルにロックがかかった状態で本装置への接続が中断され、再度接続が確立され 
た場合、ロックが解放されてしまう可能性があります。これを防ぐために、クライアントか 
6のロックの再設定要求を一定時間待つ設定をすることで、接続の中断によるロックの解放 
を防ぎます。 

アクセス権に関しては、59ページの項を参照してください。 

I «-〇 共有の作成後は、作成した共有に対するアクセス権も必ず設定してください。 
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FTP / HTTP による共有 


FTP クライアントや HTTP クライアントからファイルアクセスするための共有を設定しま 
す。 FTP での共有では、アクセス□グを採取することができます。□グはデフォルトでは本 
装置の 「 C し WinNT _ System 32_ LogFiles _ MSFTPSVC 1_」 配下に作成されます。 

また、「サービス」 一「 FTP サービス」の「プロパティ」から、匿名アクセスの設定や FTP アクセ 
ス時の開始メッセージ • 終了メッセージを設定できます。 

HTTP による共有の設定では、ネットワークインタフェースを複数持ちそれぞれに IP アドレ 
スが割り当てられている場合に、すべての IP アドレスで HTTP による共有へのアクセスを許 
すか、 一つの IP アドレスしか許さないかの設定やポート番号の設定を行います。 



共有の作成後は、作成した共有に対するアクセス権も必ず設定してください。 
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クライアントからのファイルアクセス 

クライアントから本装置へアクセスするためには、それぞれ以下のような方法でアクセスします。 


Windows クライアント ( CIFS ) 


Windows95/98/NT/ 2000マシンをクライアントとして本装置上の CIFS による共有へアク 
セスするには、クライアント PC の Windows のデスクトップにある「ネットワークコンピュー 
夕」または「マイネットワーク」アイコンを開き、本装置が属するドメインまたはワークグ 
ループ内にある本装置に付けたコンピュータ名のアイコンを開くことで、その本装置が CIFS 
によって提供している共有にアクセスできます。 




-inlx} ■ 



File Edit View Favorites 100 Is Help 


J ^ Back ▼ 4 ▼ 旬 | 匯 Search ^ Folders ^History | 防这 X 

Address マイネットワーク 

lj 

r 一 I Add Network ネットワーク全 Computers 

マイネツトワ n ~ ク Place f 丰 」 Near Me 


「う 。 • L 门一 h l-.U-. -?i.h 




油スタ-卜 | 超 | ® © |. gg マイネットワ-ク 


I ^Microsoft Windows Network 11 屬 ! 


Storageserver 


IiJ \ 般线&畕 S ! 

メ ■- 


Storageserver 


マィコ产 


威マイネ9トワーク 


STORAGESERVER - ター ミナノレ サービス クライアント - Microsoft Internet Explorer 
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UNIX クライアント ( NFS ) 


UNIX クライアントから本装置上の NFS による共有へアクセスするには、 mount コマンドを 
使用して、本装置のコンピュータ名と NFS による共有名、クライアントマシン上でのマウン 
トポイントを指定します。 mount コマンドの書式については、各 UNIX のオンラインヘルプ 
などを参照してください。 
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アクセス制御 

ユーザーや複数のユーザーをまとめたグループに対して各共有へのアクセスを制限することで、セキュリ 
ティを保ったファイルアクセスの管理を行います。アクセス制御によって、必要なユーザーだけにファイ 
ルをアクセス可能にし、不必要なユーザーからのアクセスを禁止することで、不正な参照や書き換え、削 
除を防止します。 


Express 5800 /StorageServer Lite 



_ L —サー A - L —サー B -L —ザーし 


CIFS アクセス 


CIFS による共有内のフォルタ' • ファイルへのアクセス制御は大きく 2つに分けられます 。一 
つは共有レベルのアクセス制御、もう一つはファイルシステムレベルのアクセス制御です。 
共有レベルの アクセス 制御は、共有を作成する際に指定します。（作成後に「プロパティ」メ 
ニューから変更することもできます。 ） 共有に設定できるアクセス制御は、以下の特徴を持 
ちます。 

• ユーザー/グループ単位で設定できます0 

• 各ユーザー/グループには、「フルコント□ール」、「変更」、「読み取り」、「変更/読み取 
り」、アクセス権「なし」を指定できます。 

• 許可する権限だけでなく、拒否する権限といラ形でも指定できます。 
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共有を新規に作成した時の既定値は、ユーザー 「 Everyone 」 （すべてのユーザー）に「フルコン 
トロール」を与えていますので、既定値のまま何も変更をしないと誰でも(認証されているど 
んなユーザーでも）すべてのアクセスが行えてしまいます。共有を公開する際には、極力、 
必要最低限のユーザーへのアクセス制御を設定することをお勧めします。 CIFS による共有の 
アクセス権は以下の手順で設定します。 


1. [ホーム]ページから、「フォルダと共有]を選択する。 

2. [共有]を選択する。 

3. アクセス権の設定を行う共有名にチェックし、[プロパティ]を選択する。 

4. [CIFS] タブをクリックする。 

5. 各ユーザーにアクセス権を設定する。 


怒"^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 


l-inixi 


ファイル (£) 偏集 (£) 表示⑽お気に入 m ) ツール①ヘルプ ㈣ 


戻る 


進む 


中止 


4 


A 


I 


お気 I こ入り 


0 

履歴 




d 


アドレス迫）|巷] http ： //storageserver ： 8099/sh_taskframes.aspTTitle=3Su51 71 3Su 67093 Su30D73Su30ED3Su30D13Su 30063 Su30A3 & URL = ▼ j p _ リ ンク 

フォルダと共有 11 ^ 


ホーム' ネットワークの設定 


共有 


abed 共有ブロパティ 



ユーザー 制限: 


^無制限 
r 最大 P 


ユーザー 


F この共有にアクセスするクライアントコンピュータでのファイルキャッシュを有幼にしま 
す。 


設定： [? キュメントの手劻キャッシュを_午可 


"3 


アクセス_午可： 


拒否： 


I |フ J レコント □-) レ i ["なし J 

ユーザーまたはヴルーゴの追加： 






r 




CREATOR OWNER 」 
CREATOR GROUP 
DIALUP 

NETWORK 」 


ユーザーまたはヴルーゴにアクセス許可を設定するには、アクセス許可リストでアカウントを 
逞折 U _午可と拒否のゴルダ〇ンメニューか6アクセス_午可を設定します。アクセス_午可リス 
卜にアカウントを追加するには、 domain \ name の形式でアカウントを入力後[追加]をクリッ 
クするか、 右のリストからアカウントを M 折後 [追加]をクリックします。 


<=^ OK 


\X キャンセル 




巷]ページが表示されました 


I I IS □一カルイントラ 


w - Oi ® 

新規作成時には、 「 Everyone 」 にフルコント□ールのアクセス権が与えられています。必ずア 
クセス権を設定してください。 
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ファイルシステムレベルのアクセス制御は共有内のフォルタ'やファイルに対して、 Web 上の 
管理ツールからではなく、ネットワークコンピュータまたはマイコンピュータか6設定でき 
ます。 

1. 共有内のフォルダまたはファイルを選択して右クリックをし、[プロパティ]を選択する。 

2. [セキュリティ]タブをクリックする。 

以下、 Windows での NTFS のアクセス権の設定と同じです(同様に「監査」の設定や「所有権」の取得 
も可能です）。 

共有レベルのアクセス権で、共有に対するユーザーのアクセスを制御し、さらに共有内の 
フォルタ'やファイルに対してファイルシステムレベルのアクセス制御を設定することで、細 
かなアクセス制御を行うことができます。（例えば、共有レベルであるユーザーにフルコン 
卜□ールを与えても、その共有内のあるフォルダ配下はアクセスに禁止するなどの設定が可 
能です〇 ) 
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NFS アクセス 


NFS による共有内のフォルダ、ファイルへのアクセス制御には、 UNIX の標準的なユーザー/ 
グループに対するアクセス制御の他に、クライアントごとのアクセス制御があります。 
クライアントごとのアクセスの制御では、公開する共有にアクセス可能なクライアントをマ 
シン名または IP アドレスで指定し、それらのクライアントに対して、読み取りだけを許可す 
るのか、読み取りと書き込みを許可するのかを指定します。この時、指定するクライアント 
として本装置ではクライアントグループという概念を定義し、そのグループに対してアクセ 
ス権を与えることができます。クライアントをグループ化することで、 CIFS でユーザーのグ 
ループに対してアクセス権を付与して木目細かなアクセス制御ができるのと同様に NFS でも 
細かなアクセス制御を行ラことができます。クライアントグループの設定は以下の手順で行 
います。 

1. [ホーム]ページから、[サービス]を選択する。 

2. [NFS サービス]を選び[プ□パティ]を選択する。 

3. [NFS サービス]ぺージで[クライアントグループ]を選択する。 

4. [新規作成]でグループ名を指定し、グループ化するクライアントのコンピュータ名または IP アド 
レスを指定して[追加]ボタンをクリックする。 

5. メンバを指定したら[〇 K] ボタンをクリックする。 
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NFS による共有のアクセス権の設定は以下の手順で設定します。 

1. [ホーム]ページから、[フォルダと共有]を選択する。 

2. [共有]を選択する。 

3. アクセス権の設定を行う共有名にチェックし、[プロパティ]を選択する。 

4. [NFS] タブをクリックする。 

5. 各クライアントあるいはクライアントグループにアクセス権を設定する。 
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FTP / HTTP アクセス 


FTP と HTTP での共有へのアクセスの制御は、認証されたすベてのユーザーに対して、読み 
取りを許すか拒否するか、書き込みを許すか拒否するかのみです。 
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クオ ータの 利用 

クォータの設定により、各ユーザーが本装置内の各ボリュームで使用するディスク容量を制限することが 
できます。ディスク容量を制限することで、限られたユーザーが資源のほとんどを使用してしまい、他の 
ユーザーが使用できなくなるといラ問題を避けることができます。クォータによりユーザーが使用できる 
ディスク容量の制限値を決めることで、制限を超えたディスクの使用はできません。 


Express 5800 /StorageServer Lite 


[_ 10 GB 使-可 



ユーザ A ユーザ B ユーザ C 
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1. [ホーム]ページから、[ディスクとボリューム]を選択する。 

2. [ディスククォータ]を選択する。 

3. クォータを設定するボリュームを選び[クォータ]をクリックする。 

4. [クォータの管理を有効]にし、他の設定を行って[〇 K] ボタンをクリックする。 

5. クォータを設定するボリュームを選び[クォータエントリ]をクリックする。 

6. [新規作成]を選択する。 

7. ディスク容量の制限をするユーザーを指定し、制限値を設定して[〇 K] ボタンをクリックする。 
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バックアップについて 

本装置は大きなボリュームの容量を多人数のユーザーが使用するという性質上、データの安全性には十分 
に留意することをお勧めします。 

データの安全性を保つには、定期的かつこまめなバックアップが必要不可欠です。ただ、バックアップを 
行ラ際に、整合性の取れたバックアップを行ラことが、万が一の時のデータ復旧では重要な課題です。 

バックアップ処理は、大量のファイルをハードディスクドライブより低速なテープのよラなメディアに書 
き出すことで、通常多くの時間を必要とします。しかし、バックアップ開始時からバックアップ終了時ま 
でシステムを停止することは、システムの稼働率を下げる非効率的な方法です。かといってバックアップ 
中も本装置内のファイルを更新し続ける運用では、バックアップされたファイルが更新前のデータなの 
か、更新後のデータなのか定まらない状況に陥ってしまラ可能性があります。また、関連のある2つのファ 
イルのラち、一つは更新前データ、もラーつは更新後データがバックアップされてしまラ可能性もありま 
す。 

このようなバックアップにおけるファイルの不整合をなくすために、本装置では、スナップシヨット機能 
をサポートしています。スナップシヨット機能により、ある時点でのボリュームイメージを瞬時に作成 
し、そのボリュームイメージを使ってバックアップを行います。 


Snapshot 機能を利用した整合性を保った Backup 


NAS 
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スナップショット機能は、ある時点でのボリュームのイメージを瞬時に作成し、対象のボ 
リュームのコピーを作成する機能です。 

コピーを作成するので、スナップショット作成後に元のボリューム上のファイルを更新して 
も、コピー（スナップショット）内のファイルはスナップショットを作成した時点でのファイ 
ルが残ります。スナップショット機能は、内部的な操作でボリュームのコピーを作成してい 
るため処理にさほど時間がかからず、ファイルの不整合が起きるおそれはありません。 

コピー作成は、内部操作により仮想的に行うため、対象ボリュームと同じ容量のボリューム 
が必要なこともありません。そのため、 一つの ボリュームに対して複数の世代のスナップ 
ショットを作成することもできます。これにより、データ復旧時に最適な時点のデータへ戻 
すこともできます。また、スケジューリングを設定することで定期的なスナップショットの 
作成も行えます。 

スナップショットの作成は、以下の手順で行います。 

1. [ホーム]ページから、[ディスクとボリューム]を選択する。 

2. [スナップショット]を選択する。 

3. [追加]で新たなスケジュールを定義する。 

スケジュールを定義すれば、その後はスケジュールに設定した時点にスナップシヨットが作成さ 
れます。 


スケジューリングはせずに、すぐにその時点でのスナップショットも作成できます。 

1. [ホーム]ページから、[ディスクとボリューム]を選択する。 

2. [スナップショット]を選択する。 

3. [新規作成]で保存対象のボリュームを選択し[〇 K] ボタンをクリックする。 

その後、[スケジュール済みスナップショット]で[リスト]をクリックすると、その時点で利用可 
能なスナップショットの一覧が表示されます。 

スナップショットのシステム情報は、[構成]メニューで設定できます。 

1. [ホーム]ページから、[ディスクとボリューム]を選択する。 

2. [スナップショット]を選択する。 

3. [構成]でシステム全体にわたる定義を設定する。 
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スナップシヨットが作成されたら、 DLT 装置などのリムーバブルメディアへデータをバック 
アップします。本装置は標準で Windows 2000に添付のツールと同様のバックアップツー 
ルを使用することができます。 


1. [ホーム]ページから、[メンテナンス]を選択する。 

2. [システムのバックアップと復元]をクリックし、管理者ユーザー名とパスワードを入力する。 

3. 「バックアップウイザード」でバックアップ、「復元ウイザード」でリストアを行う。 


I 「バックアップ」 ツールを 終了するには、ジョブメニューからバックアップの終了を選んでくだ 
さい。 

本ツールを使うことで、バックアップ対象とするボリュームに対応するスナップショットを 
D 1_ T などのテープデバイスにバックアップすることができます。 

また、本装置ではオプションソフトウェアとして 、 VERITAS NetBackup、VERITAS 
Backup Exec といった著名なバックアップソフトを選べます。 

なお、製品には工場出荷の状態に戻す 「Network Attached Storage CD - R 〇 M 」 が添付され 
ていますが 、 VERITAS Backup Exec を使って〇 S がインス I ルされているドライブ ( C ド 
ライブ)を、ユーザー情報や共有の設定など、導入後に設定した情報も含めて定期的にバッ 
クアップしておくことをお勧めします。システムのバックアップ/復旧の手順は次の項を参 
照してください 

I バックアップソフトウェアの使用に関しては、各バックアップソフトウェアの説明書、才 

I ヒン jT | ンラインヘルプ等を参照してください。 

H -〇 VERITAS NetBackup における Disaster Recovery 機能 、 VERITAS BackupExec 
における Intelligent Disaster Recovery はご利用いただけません。 BackupExec を 
使ったシステム復旧は 「VERITAS BackupExec を使ったシステム復旧」を参照してくださ 
し、。また、 NetBackup ではシステム復旧を行うことはできません。注意してください。添 
付の Network Attached Storage CD - ROM により工場出荷状態に戻し、情報の再設定 
を行ってください。 
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VERITAS BackupExec を使ったシステム復旧 


p a a boss 

n ITlgllQIHI 
+ 0_3C ： 

’ $ QS D 
由.” 0 S E 
由…口連 F 
由…口遂 G : 

: 由 0,1 S システム状態 

^ Backup Exec 1- シ ''1 ント 

E □£! ュ-サし定義共有域 


<システムの復旧> 

1 .Storage Server バックアップ CD を CD - R 〇 M ドライプにセットし、コンピュータを起動する。 
手順に従い 0 S の復旧を行います。 

2. 〇 S の復旧が完了したら、コンピュータをリブートし 、 Backup Exec をインストールする。 

この時 、 Backup Exec のサービスアカウントをバックアップを行った際のサービスアカウントと 
同じ設定にする必要があります。（□グインユーザー名とパスワード） 

3. Backup Exec を起動し、バックアップテープを装置に挿入し、[デバイス]タブ画面を選択し、 
[ツール]メニューから[デバイス処理]—[インベントリ]を実行する。 

4. [ツール]メニューから[デバイス処理]—[カタログ]を実行する。 


システム復旧手順 (VERITAS BackupExec) 

<パックアップ> 

Backup Exec でのバックアップを行う際、「全てのドライブ」と「システム状態」を選択す 
る必要があります。 

I n -0 「システム状態」をバックアップしないとシステムを復旧できません。 

ファイル©表示幼音理⑻ネットワークが逞択 ( L ) シげ U ) •: M レ CD ウィンドウがヘルフ 4 砂 
m ] ^ か u 」 しリストァ|」_ |」_勤 . 」_ |」」ヨ三 Ilf r ^\ M \. 

^■バックアップ 項目の選択 


C-DE:R G シ 
5 01 H 边必& 
000□□0 
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5. [リストア]タブ画面にバックアップ内容が表示されているので、すべてのドライプとシステム状 
態を選択し、[リストア]ボタンをクリックする。 


ファイル (£) 表示⑽音理⑻ネットワ-り (w mw シ''ョフ ''u ) ツ-ル ① orAvm vim ) 


:- (トライアルハ：ザ*靨1日目、全60日中）- CJ ストア逞折] 


uj \ w ，、''抓 r」b 別 7 | pJ^J x|_^J 命 ！^ 


圈リストア項目の選択 


Z001 /03/28,15:07:22 [こ作成されたメディア (#00008885-001) 


F 5全て®メディア 

- 

+ 0QP _OSS ㈣ 2001/03/28-15:16:10- 通常 -#00008885-00' 
I王 I 独 日055¥シス テム状態 P 2001/03/28-15：09：04-通常-#000¢ 


名前 


0[_jlK^BOSS¥E$) 2001/03/28-1 
㈣ BOSS¥'XX テム状態 $) 如〇 1 


6. [リストアジョブのプロパティ]が表示されるので、[詳細設定]タブを選択し、[既存ファイルに上 
書き]をチェックし、[即実行]をクリックする。 

リストアが開始されます。 


リストアシ''ョァ '(D フ加Vティ 


n x 


定 Windows 2000 il 択リストア先変更丨 SQL 丨 Exchange | NetWare 
_ストア 


惜|^|¥紬設定 Window 

バ i 存フをリストァ 

フアイルをスキッフ°凶 


g 存ファイルをスキッフ°凶 
既存ファイル®方が新しい場合はスキッ r(K) 


破捐フ 7 イ M) リストア中 


破捐フ 7 イ M) リストア (£) 


コマンド 

リスト 7 前に実行(旦)： 
リスト 7 接に実行 ( E ): 




I 即実行⑻| _ゲョフ飞保存( V ) I スヂ;/ユール設定⑸...| _キャンセル_ へルバ _ H ) 


リストアが終了し、コンピュータをリブートすると、システム復旧が完了します（リストア直後の 
リプートには、通常より時間がかかる場合があります)。 
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バックアップリストアにおける注意事項 

v / 1 集合型 DAT で BackupExec を使用する場合、 fChangerO 装置の構成に失敗しまし 

た」のポップアップが表示されることがある 

□ [Removable Storage Service」 が起動していることが原因です。 

BackupExec を導入いただいている場合、同サービスを有効にする必要はありませ 
ん。以下の手順で、サービスを無効にしてください。以下の手順は、 BackupExec 
が動作していない状態で行ってください。 

1 . [コントロールパネル ]- [Administrative Tools ]-[ Services ] を起動する。 

2. [Removable Storage Service ] を選択し、[プロパティ]を開く。 

3. [スタートアップの種類]を[自動]から[無効]に設定する。 

4. 本装置を再起動する。 



^ フルリストア後、ドメインに□グオンできない（□一カルにはログオン可能) 

□ 〇 S を新規に設定(リカバリ）した場合は、ドメイン参力□の再設定が必要です。 local 
アカウントで□グオンし、いったんワークグループに設定した後に、再度ドメイン 
に参加してください。 
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本装置の管理 


本装置はネットワーク環境で使用される NAS サーバです。本装置は、リモートのクライアントマシンから 
ネットワーク経由で稼動状態の監視、構成管理、障害監視といった管理が行えます。 


ESMPRO 



Client 




Client 



Express 5800 /StorageServer Lite 


本装置の管理形態として、 

• ネットワーク上の他の Express サーバと同様に管理する 

• 本装置単体を管理する 

といった2つの管理形態が考えられます。 

ネットワーク上の他の Express サーバと同様に本装置を管理する場合、管理コンピュータに 
巳31\/^1^〇/361^^「1\/|3旧96「をインストールし、この巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「で管理を行 
います。 ESMPR 〇 /ServerManage 「から、稼動監視や構成管理といった管理機能を利用で 
き、さらに本装置の Web 上の管理ツールを起動することで共有等の管理もできます。 


他の Express サーバと同様に本装置を管理することで、システム全体の管理の一部として、 
本装置の管理を組み込むことができます 。 ESMPR 〇 / ServerManagerK 、 添付の「保守•管 
理ツール CD-R 〇 M 」 からインストールできます。インストールの方法、使用方法の詳細は、 

4章または巳31\/^6〇/36「ソ6「1\/13旧阳「のオンラインへルプなどを参照してください 0 
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巳31\^8〇/36「ソ6「1\/1311396「で本装置を管理対象に加えるには以下の手順で行います 0 

1. クライアントマシン上で[スタート]—[プログラム]— [ ESMPR 〇]—[統合ビューワ]を起動する。 

2. [ツール]—[自動発見]—[手動起動]— [ TCP / IP ホストの発見]を選択する。 

3. [アドレス指定]で本装置が属しているネットワークアドレスの範囲を指定して、自動発見を開始 
する。 

本装置が発見され、アイコンが表示されます。 



また、 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/^396「で本装置管理ツールを起動するには、以下の手順で行いま 
す。 

1. クライアントマシン上の統合ビューワで、画面左のツリー上にある本装置のアイコンを選択して 
右クリックする。 

2. [ WebUI ] メニューを選択する。 

管理ツールが起動します。 
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一方、他のサーバとは別に本装置単体を管理する形態もあります。こちらはスタートメ 
ニューから巳31\/^6〇/361^^「1\/|3旧96「を起動して稼動監視、構成管理などを行い、また、 
46ページの「重要」で説明した方法で Web 上の本装置管理ツールを起動して共有の管理を行 
う方法もあります。 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|311396「と本装置の管理ツールは、同一のコンピュー 
夕上にある必要はありません。稼動監視、構成管理等を行ラクライアントマシンと共有の設 
定 • 管理などを行ラ管理コンピュータが別々のコンピュータといラ形態も可能です。 
ESMPR 〇 / ServerManage ^、 添付の「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 からインストール可能 
です。インス! ー ルの方法、使用方法は、4章または巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「のオンライ 
ンヘルプを参照してください。各管理を行ラには以下の手順で行います。 

1. クライアントマシン上で[スタート]-[プログラム]— [ ESMPRO ] — [統合ビューワ]を起動して稼 
動監視、構成管理などを行ラ。 

2. クライアントマシン上で[スタート]—[プログラム ]— [Internet Explorer ] でインターネットエク 
スプ□ーラを起動し、共有の管理などを行ラ。 
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